
適合証明申請 添付書類一覧 
行田市建築開発課 
令和６年４月１日 

適合証明一般（２９条、４２条、４３条許可がある場合） 
都市計画法施行規則第６０条関係 

 

※証明書発行後、証明内容に変更が生じ、新たに適合証明が必要になった場合には、原則として再申請となりますので、注意してください。 

 

提出部数：正副２部 

№ 添 付 書 類 等 備  考 

１ 
開発行為又は建築等に関する
証明交付申請書  

２ 委任状 （委任する場合は添付）代理者の電話番号・ＦＡＸ番号   

３ 
土地登記事項証明書 
（土地登記簿謄本） 

（許可申請と同時申請の場合は不要） 
※許可後、1 年経過している場合、筆の変更があった場合は添付 
申請書正本に原本（申請日以前６箇月以内のもの）を添付 

４ 公図の写し 
（許可申請と同時申請の場合は不要） 
※許可後、1 年経過している場合、筆の変更があった場合は添付 
方位、申請区域の朱囲・地番及び地目  を明示 

５ 位置図 区域の境界（朱囲い）、方位、道路、目標となる地物 を明示 

６ 現況写真（２方向以上） 
（許可申請と同時申請の場合は不要） 
※許可後、1 年経過している場合は添付 
道路を入れ区域の朱囲、土地利用計画図等に撮影方向を明示 

７ 求積図［実測］ 

（許可申請と同時申請の場合は不要） 
※許可後、1 年経過している場合、筆の変更があった場合は添付 
区域の朱囲、面積（小数点第２位）、辺長（小数点第３位）、縮尺 

８ 
土地利用計画図 
(建築物等配置、排水施設計画) 

方位、縮尺、区域の朱囲、境界線名、辺長、接する道路番号・幅員・建築
基準法道路種別、建築物の位置（建築面積〈＊〉、延床面積〈＊〉：複数あ
る場合は各々明示）及び用途（除却は破線等で明示）、排水施設〔各管径・
管種、桝径・桝種、流水方向、一次放流先の名称〕、申請地及び隣地の現況
地盤高、擁壁の寸法、法面、図面作成者名 等を明示 
 〔〈＊〉は、8､9 の何れかに記入の場合は不要〕 

９ 建築物平面図 縮尺、図面作成者名 を明示 

10 建築物立面図（２方向以上） 縮尺、建築物の「最高の高さ」、図面作成者名 を明示 

11 
都市計画法に適合しているこ
とが確認できる書類 

法第２９条許可通知書の写し（工事完了検査済の場合は、検査済証の写し
も添付）、法第３７条許可書の写し、法第４２条許可通知書の写し、法第４
３条許可通知書の写し、開発登録簿の写し 等 

12 
その他許可権者が必要と認め
る書類  

 

※庁内意見照会が必要な場合は、正副２部とは別に「№４（公図の写し）、№５（位置図）、№8（土
地利用計画図）」の添付書類を別途１部ずつ提出してください。 


